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＜あらまし＞ 教育実践と理論の往還･融合を重視した教職大学院では，院生が学校現場

での教育実践を通して，教育課題の発見・分析・解決を図ることを重視している．専

用 SNS 系ブログに彼らの印象も含めた実習中の体験などを整理して実習日誌として投

稿させ関係者へ公開するだけでなく,教育課題解決に向けた教育研究活動で随時複数

の指導教員等から適切な指導・助言が得られるような遠隔教育研究指導システムを開

発し構築した．平成 20 年４月からの本格的実施前に丸２ヶ月モデル学生を使って試

用したところ，所期の成果を得たので報告する．  
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1.  まえがき 

 平成 20 年 4 月から岡山大学を含めた 19 大

学に教職大学院が全国一斉に発足した．本学

は平成 19 年度において同大学院設置申請と

並行して「文部科学省専門職大学院等教育推

進プログラム」（教職 GP という）を申請し採

択された．本教職 GP の主なねらいは，本学教

職大学院のカリキュラムの一部の試行を通し

て，本格実施の際の展開・運営に関わる知見・

手がかりを事前に得ることをめざした．  

 
2. 本教職大学院のカリキュラムの概要 

 2.1. 基本理念 

本教職大学院のカリキュラムの基本理念

は，多角的な視野を持って今日的教育課題の

発見・分析・解決を図る高度な教育実践力の

育成であり，理論と実践に精通したリーダー

を養成することである． 

2.2. 特徴 

上述の基本理念と学校現場並びに実践を

重視したカリキュラムの展開及び教育研究指

導体制を具現化させるため，複数の指導教員

による少人数あるいは対面による個別指導を

指導原則としている．「学校における実習」と

それを共同省察する「教育実践研究」をコア

としたカリキュラム構成となっている．教職

未経験の学部新卒者を対象とした授業科目

「学校における実習(課題発見)」の実施にあ

たっては，学校現場への適応行動と課題発見

の意識・意欲の変化･変遷を事前に試行して分

析し，その結果を平成 20 年 4 月からの本格実

施で反映させることを意図した．なお，課題

発見実習の知見･成果は趣旨，運営形態が類似

している「学校における実習(インターンシッ

プ)」という授業科目の実施にも応用される． 

 
3. 遠隔教育研究指導システムの概要 

 3.1．必要性と機能 

本教職大学院では，多角的視点で課題解決

できる能力を養うため，複数教員の視点を利

用した指導を重視している．この複数指導体

制を具現化させ有機的に機能させるために，

以下のような仕組みが必要となる． 
① 指導内容・過程を明示化させ，関係者が即

時に共有できる仕組み 
②  指導教員のみならず院生自身が実践と省

察の蓄積・発展過程を必要に応じてレビュ

ーし一瞥できる仕組み 
一方，２年次には現任校へ復帰又は新任校

へ赴任し通常勤務をしながら，課題解決の方

策を実践・検証する．このため，機能面で１

年次の対面指導に相当する以下のようなシス

テムが必要となる． 
③ 対面指導を補足して，課題解決への指導･

助言が指導教員から継続して得られるよ

う，遠隔教育研究指導システムの構築



3.2. モデル学生による利用事例        

 平成 20 年 1 月 8 日から 2 月 28 日の約２ヶ

月にわたり，教職大学院の学部新卒者を想定

したモデル学生 4 人（学部 4 年次生 3 人、大

学院 1 年次生 1 名）を実習校である地域協働

学校 4 校へ別々に一人週１回１日中（8:30〜
17:30）派遣した．モデル学生が実習体験の省

察も含めて，インターネット経由で随時報告

できるように，オープンソースの SNS エン

ジンである OpenPNE をカスタマイズして教

職大学院専用コミュニケーションツールとし，

愛称を「こらみゅ」と命名した．右図は，モ

デル学生が実習日誌として投稿した事例であ

り，それを閲覧した本学の複数の教職員がコ

メントを投稿した事例である． 
 
４．試行結果と考察 

モデル学生が実習日誌を「こらみゅ」に投

稿すると，大学の指導教職員あるいは他のモ

デル学生がそれを閲覧し，24 時間以内に教示

的，激励的なコメントを「こらみゅ」に投稿

するという仕組みとサイクルが定着された．

このようなハードウェア、ソフトウェア及び

ユースウェアが構築されたことによって，3.1．
で述べた要件を満すシステムが名実共に機能

するようになった． 
投稿された実習日誌を分析することによ

って，「こらみゅ」への投稿・閲覧の意義・利

点を学生，教員双方の立場から集約し以下の

知見を得た．投稿の記述内容が不明な場合は，

当該のモデル学生に個別に聞き取りを行い，

記述意図や状況描写について再確認した． 
① 指導教職員からの教示的，激励的なコメ

ントは，モデル学生の実習への動機付け

を強化させる効果を与える． 
② 指導教職員からの指導・助言を随時得ら

れる環境にいることは，モデル学生に安

心感を与える． 
③ 新任教員として新任校で学部新卒者が体

験する不安と期待が錯綜した心理状態は，

モデル学生もほぼ同じである．  
④ 教職員は，モデル学生の実習日誌を閲覧

することによって，彼らの実習校での処

遇を含めた活動状況のみならず内面をか

なり正確に，かつ，迅速に把握できる． 
⑤ モデル学生の実習日誌の投稿時間帯が彼

ら一人ひとりの生活態様・リズムを表し

ている． 
⑥ ４年次のモデル学生同士は「こらみゅ」

を通してコメントのやり取りが行われた

 
  図 「こらみゅ」への投稿事例 

が，院生のモデル学生に対してはコメン

トの提供は皆無であった．但し，院生か

らは４年次生に対して，コメントの提供

が散見された． 
⑦ 指導教職員間ではモデル学生を支えると

いう一種の連帯感が次第に醸成された． 
⑧ 実習日誌の記述内容から，一人ひとりの

モデル学生の指導理念や価値観などがあ

る程度把握できる上，行動様式，考え方

の変遷が容易に把握できる． 
以上のまとめの詳細は発表の際，補足する． 
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